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大学院 経営科学専攻【博士後期課程】  

履修要領（学生用） 

 

本履修要領は、事業創造研究科経営科学専攻博士後期課程に在籍する学生が、円滑に履修および

研究を進め、博士学位を取得するために必要な事項をまとめたものです。 

 

1．課程の目的と学位 

本課程は、経営に関する高度な専門知識と研究能力を修得し、地域社会および国際社会の発展に貢献

できる研究者・高度専門的職業人を養成することを目的としています。 

本課程を修了し、所定の審査に合格した者には、博士（経営管理）の学位が授与されます。 

 

2．修業年限 

博士後期課程の標準修業年限は 3年です。 

 

3．教育課程と授業科目 

本課程の教育課程は、以下の科目区分で構成されています。 

• 基礎科目 

必修科目として「研究方法論」、選択必修科目として「リサーチ・メソッドⅠ（質的研究法）」「リサー

チ・メソッドⅡ（量的研究法）」を設置。 

1 年次、入学後すぐに、「研究方法論」を履修し、学位論文研究課題の捉え方やアプローチ方法、研

究倫理等の基礎的な知識を修得する。 

また、1 年次のうちに、「リサーチ・メソッドⅠ」「リサーチ・メソッドⅡ」のいずれか 1 科目以上の履修を通

じて研究手法の実践的応用を習得する。 

• 専門科目 

選択必修科目として「イノベーション・マネジメント特論」、「マーケティング特論」、「ファナンス・会計特

論」、「人材・組織マネジメント特論」を配置。 

1 年次又は 2 年次、専門科目を履修し、自らの研究テーマに即した科目を選択し、高度な研究を行

ううえで必要な、最新の研究成果等を学ぶことにより、専門的な知識及び考察力を高める。 
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• 演習科目（研究指導科目） 

1 年次から 3 年次にかけて「特別演習Ⅰ」、「特別演習Ⅱ」、「特別演習Ⅲ」と継続して設置。 

1 年次、学位論文執筆のための必修科目である「特別演習Ⅰ」を履修し、指導を受けつつ、先行研

究整理、研究方法検討、全体構成検討を行う。 

2 年次、「特別演習Ⅱ」を履修し、学位論文を構成する主要部分の分析・考察を行い、論文にまとめる。 

3 年次、「特別演習Ⅲ」を履修し、学位論文の完成を目指す。 

各科目は、学位論文の作成に必要な知識・研究方法・研究遂行能力を段階的に修得できるよう配

置されています。 

 
 1 年次 2 年次 3 年次 

前期 

（春学期） 

後期 

（秋学期） 

前期 

（春学期） 

後期 

（秋学期） 

前期 

（春学期） 

後期 

（秋学期） 

基

礎

科

目 

必修 

（1 年次前期履修） 
研究方法論 

     

選択必修 

（1 年次履修） 

 リサーチ・ 

メソッドⅠ 
（質的研究法） 

    

 リサーチ・ 

メソッドⅡ 
（量的研究法） 

    

専 

門 

科 

目 

選択 

（１・２年次履修） 

イノベーション・マネジメント特論   

マーケティング特論   

ファナンス・会計特論   

人材・組織マネジメント特論   

演 

習 

科 

目 

必修 特別演習Ⅰ 特別演習Ⅱ 特別演習Ⅲ 

※基礎科目、専門科目においては最新の英語論文を積極的に取り上げ、英語論文の読み方、レビ

ューにあたっての留意点等について知識・スキルを習得します。 

 

【初年度学生向け重要ポイント】 

博士後期課程では、1年次の過ごし方がその後を左右します。 

以下の点を特に意識して履修・研究を進めてください。 

• 研究テーマは 1年次前半で明確化することが重要です。 

• 研究指導教員との定期的な相談を必ず行ってください（受け身にならないこと）。 

• 研究進捗報告会は、単なる報告ではなく、審査・評価の機会です。 

• 学会発表・論文投稿は、早期準備が必須です。2 年次からでは遅くなる場合があります。 

• 研究倫理・コンプライアンスは必ず遵守してください（不備があると論文審査に進めません）。 
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4．教育方法 

本専攻の授業は、大学院生が自ら主体的に考え学び参加することができる演習となるよう演習形式で行

います。ビジネスに係る知識や理論だけでなく、経済社会の情勢や動向といった現実と関連づけながら理解

を促し、その学識を地域社会や国際社会に役立てることを意識づけしながら教授します。また主体的な取り

組み姿勢を養うため、受講する大学院生にも積極適に意見・発言を求め、教員と大学院生との対話型授

業等を取り入れています。 

 

5. 履修方法と履修指導 

（1）履修登録 

履修登録は、定められた期間内に所定の方法で行ってください。 

（2）履修指導 

履修選択を円滑に進めるため、入学時のオリエンテーションにおいて実施した基本的事項の説明（履

修要領・シラバス・修了要件・3 年間の研究スケジュール等）を確認してください。 

履修計画の作成にあたっては、研究指導教員の指導・助言を受けながら進めてください。 

※時間割、履修及び研究指導のスケジュール、博士学位取得までの流れ、履修モデルを参照くださ

い。 

 

6．研究指導 

（1）研究指導教員 

学生一人につき、主研究指導教員：1 名、副研究指導教員：1 名が配置されます。 

研究指導教員は、履修指導から学位論文完成まで一貫して指導を行います。 

（2）研究指導と進捗管理 

研究は、演習科目（研究指導科目）「特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を中心に進めます。 

各年次に研究進捗報告会を実施し、研究計画、先行研究、研究成果等について報告を行います。 

【履修及び研究指導スケジュール】 

＜1年次＞ 

4 月  出願書類に記載された指導教員に係る希望などを踏まえ、研究科教授会にて審議し、主研究指導 

教員を決定する。研究指導教員の指導により、学生は研究テーマや研究計画の策定に着手する。 

5 月  主研究指導教員の意見などを踏まえ、研究科教授会にて審議し、副研究指導教員を決定する。 

8 月  研究進捗報告会①にて研究の進捗状況を報告（研究計画書） 

2 月  研究進捗報告会②にて研究の進捗状況を報告（先行研究） 
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※研究計画書の報告及び先行研究の報告を特別演習Ⅰの単位付与要件とする。 

※特別演習Ⅰの単位付与は、①研究テーマが経営学の各分野との関係で適切なものであるか、②学術的意 

義、社会的意義を有する研究となることが見込まれるか、③データ収集を適切に行える見込みがあるか、につ

いて確認した上で、これを行う。 

＜2年次＞ 

8 月  研究進捗報告会③にて研究の進捗状況を報告 

2 月  研究進捗報告会④にて中間審査（学位論文の主要な章の 1 つを報告） 

※研究進捗報告および中間審査での報告を特別演習Ⅱの単位付与要件とする。 

※特別演習Ⅱの単位付与は、①専攻研究を十分に理解し、関連性、相違点を考慮しているか、②研究目 

的に照らしてデータ・情報の分析手法は適切なものであるとみられるか、③データ・情報の分析は適切である 

か、④学術的論文として形式面で問題はないか、について確認したうえで、これを行う。 

※春学期に国内学会口頭発表、秋学期末までに学会誌への投稿のペースで研究を進めることを想定。 

＜3年次＞ 

8 月  研究進捗報告会⑤にて研究の進捗状況を報告 

※第二論文（学位論文の別の主要な章の 1 つ）の報告を研究指導科目の単位付与要件とする。 

11 月 学生は「学位論文審査願」を提出 

研究科教授会にて、要件（査読付き学術誌採択 1 編以上かつ学会報告 2 回以上）を満たしてい

ることを確認したうえで、審査員（主査・副査）を決定。 

※査読付き学術誌への採択は、論文としての採択に限る。採択されていれば刊行されていなくともよい。 

※査読付き学術誌採択の時期が遅れた場合は、それに応じて予備審査、最終審査の時期を後ろ倒しにする。 

11 月 予備論文（ドラフト）提出 

12 月 学位論文予備審査にて、予備論文（ドラフト）審査（書面審査・口頭予備審査） 

1 月  （予備審査での指摘を踏まえ、修正したうえで）学位論文提出 

2 月  学位論文最終審査にて、学位論文審査（書面審査・口頭最終審査・口頭試問）及び修了判定 

※特別演習Ⅲの単位修得条件は以下の通りとする。 

研究進捗報告、学会発表、査読付き雑誌への論文投稿、セミナー等への出席や論文発表などの研究活

動、研究の進捗状況により指導教員が決定する。 

【研究進捗報告会および中間審査】 

・研究進捗報告会での報告内容・評価は、特別演習の単位認定および学位論文審査に直結します。 

・準備不足や未達成の場合、修了時期に影響することがあります。 

・これらの報告は、特別演習の単位修得要件となります。 

・2 年次後半の研究進捗報告会④にて中間審査を行います。中間審査は、博士学位取得に向けた

重要な節目です。中間審査では学位論文を構成する主要な章の一部について報告し、今後の研

究の方向性について評価を受けます。この審査において、研究の方向性・方法・到達度が不十分と

判断された場合、研究計画の大幅な見直しを求められることがあります。 
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7．学位論文 

（1）学位論文の作成 

学生は、研究指導教員の指導のもと、博士学位論文を作成します。 

（2）学位論文提出要件 

所定の単位を修得し、研究指導を受け、学会発表・論文投稿等の要件を満たした学生は、学位論

文を提出することができます。 

【提出要件】 

査読付き学術誌採択 1 編以上かつ学会報告 2 回以上 

 

8．学位論文審査 

（1）審査体制 

提出された学位論文の審査は、以下の体制で行います。 

・ 3 人以上の審査委員（主査 1 人、副査 2 人以上）により審査を行います。 

➢ 審査の透明性・厳格性及び公平性を確保するため、原則として当該大学院生の主研究指

導教員は主査を務めないものとします。ただし、研究分野の特殊性等により、研究科教授

会等が論文審査に支障があると認めた場合には、審査の透明性及び公平性を担保した上

で、指導教員が主査となる場合があります。 

・ 当該大学院生の主研究指導教員は、副査の一人となって審査に加わり、副査として専門的見

地から審査にあたります。 

・ 主査および主研究指導教員以外の副査は、学位論文の内容に応じて研究科教授会で指名す

るものとし、主査は研究科教授会構成員（大学院専任教員）の研究指導教員または研究指

導補助教員とし、副査についても研究科教授会構成員（大学院専任教員）の研究指導教

員又は研究指導補助教員を原則とします。 

・ 研究科教授会が必要と認めたときは、本学研究科教授会構成員以外の教員及び他の大学や

研究所等に属する者に審査委員を委嘱することができます。 

・ 研究科教授会が必要と認めたときは、副査を 3 名以上とし、計 4 名以上で審査を行うことがで

きます。 

以上のような体制で審査を行い、専門性の高い学位論文を適切に審査し、学位論文の質を担保し

ます。 
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（2）審査方法 

• 書面審査 

• 口頭発表審査 

• 口頭試問 

（3）審査基準 

学位論文は、以下の観点から総合的に審査されます。 

①研究テーマの妥当性、②研究方法の適格性、研究内容の信頼性、③論文構成の適格性、④新

規性・有用性の 4 項目として審査を行います。各項目の基準は以下のとおりです。 

【学位論文の審査基準】 

① 研究テーマの妥当性 研究テーマが経営学の各分野との関係で適切なものであり、かつ、経営にお

ける問題解決を目指し、その趣旨及び目的が明確で、学術的意義に加え、

社会的な意義を有するものであること。 

② 研究方法の適格性、研

究内容の信頼性 

研究倫理を遵守した上で、研究に必要となるデータ・情報や資料などが適切

に収集され、その処理及び統計・分析などが適切な手法により、適格になさ

れていること。また、先行研究を十分に理解し、当該研究との関連性及び相

違点を踏まえた研究が適切になされており、研究内容が信頼に足るものであ

ること。さらに、新しい知見を開拓し、さらにそれを体系化・深化させるようなも

のであること。 

③ 論文構成の適格性 学位論文の趣旨及び構成が明確かつ適切であり、結論に至る展開に論理

性・一貫性が認められるなど適格なものであること。また、学術的にみて体系

性が認められること。これらの前提として、目次や章立て、引用、図表、注釈

等の体裁が適切で、語句の表記や文章表現が的確であること。 

④ 新規性・有用性 経営における諸問題を解決する新しい知見を開拓し、それを体系化・深化さ

せるものであるなど、研究の内容及び結論に、十分な新規及び有用性が認

められること。 

 

 

9．研究倫理 

学生は、研究倫理およびコンプライアンスを遵守し、必要に応じて研究倫理審査を受けなければなりませ

ん。研究倫理については、1 年次の授業等を通じて指導を行います。 
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10．修了要件 

本専攻の修了要件は、「基礎科目」のうち必修科目 2 単位、選択科目 2 単位以上、「専門科目」選択

科目 2 単位以上、「演習科目」必修科目 12 単位の合計 18 単位以上を修得し、かつ、必要な研究指

導を受けた上、学位論文の最終審査及び最終試験に合格することです。 

学位論文最終審査は提出された学位論文の書面審査、試験は学位論文発表会における口頭発表審

査および口頭試問とし、総合的に審査したうえで修了判定会議において判定します。 

博士号は、修了要件を満たすと判定された者に対し、公平かつ平等に授与されます。 

本学では、ディプロマ・ポリシーに基づき教育課程、審査基準および修了要件を定めており、学位の質

を担保するため、所定の審査基準および修了要件を満たした者のみに博士の学位を授与します。 

【特に重要】修了要件のポイント】 

- 単位修得だけでは修了できません。 

- 学位論文の完成度および審査合格が最も重視されます。 

- 学会発表・査読付き学術誌への投稿は、早期から計画的に行ってください。 

 

11．学位論文の公表 

合格した学位論文は、本学図書館、本学リポジトリ及び国立国会図書館等を通じて公表されます。 

 

12．学生支援 

履修、研究、学生生活に関する相談については、研究指導教員および事務局が支援を行います。 必要

に応じて、キャリア支援や学生相談制度を利用することができます。 

 

※ 本履修要領に定めのない事項については、学内規程および研究科教授会の決定に従ってください。 


